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厚生委員会会議録 

 

平成２６年３月１１日（火） 

（開 会）  １０：０１ 

（閉 会）  １１：２６ 

【案  件】 

１．議案第 ２号 平成２５年度飯塚市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

２．議案第 ６号 平成２６年度飯塚市国民健康保険特別会計予算 

３．議案第 ７号 平成２６年度飯塚市介護保険特別会計予算 

４．議案第 ８号 平成２６年度飯塚市後期高齢者医療特別会計予算 

５．議案第１１号 平成２６年度飯塚市介護サービス事業特別会計予算 

６．議案第２１号 平成２６年度飯塚市立病院事業会計予算 

７．議案第２３号 飯塚市立幼稚園条例の一部を改正する条例 

８．議案第２７号 飯塚市青少年問題協議会条例の一部を改正する条例 

９．議案第２８号 飯塚市庄内保健福祉総合センターハーモニー条例の一部を改正する条例 

10．議案第３５号 飯塚市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 

11．議案第３６号 飯塚市病院事業の剰余金の処分に関する条例の一部を改正する条例 

 

【報告事項】 

１．飯塚子育て支援センターの委託先団体について           （子育て支援課） 

２．飯塚市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画の策定について    （介護保険課） 

３．公用車による交通事故発生について                （高齢者支援課） 

                                          

○委員長 

ただいまから厚生委員会を開会いたします。「議案第２号 平成２５年度飯塚市介護保険特

別会計補正予算（第２号）」を議題といたします。執行部の補足説明を求めます。 

○介護保険課長 

「議案第２号 平成２５年度飯塚市介護保険特別会計補正予算（第２号）」の補足説明をさ

せていただきます。補正予算書の１７ページをお願いいたします。今回の補正は、地域支援事

業費について見直しを行い、補正を行うもので、第１条第１項で保険事業勘定の歳入・歳出予

算をそれぞれ６２７万７千円追加し、予算の総額を歳入・歳出それぞれ１２６億３９５０万円

にしようとするものでございます。 

 補正の内容につきましては、歳出・歳入の順で説明させていただきます。まず、歳出につき

まして、補正予算書の２２ページをお願いいたします。３款、地域支援事業費、３項、包括的

支援事業・任意事業費、２目、任意事業費の６２７万７千円の増は、「食の自立支援事業」に

おきまして、利用者数の増加により手数料が増加となったものでございます。 

次に、歳入について説明させていただきます。２１ページをお願いいたします。３款、国庫

支出金、５款、県支出金、７款、繰入金、１項、一般会計繰入金は、歳出の地域支援事業費の

補正に応じて、それぞれの負担割合で歳入額の増額補正をいたしております。同じく２１ペー

ジの７款、繰入金、２項、基金繰入金、１目、介護給付費支払準備基金繰入金を６１万４千円

の増額し、給付費財源の調整を行っております。９款、諸収入、２項、雑入の３３４万７千円

の増額は、「食の自立支援事業利用者負担金」の増加見込み額を計上いたしております。 

 以上簡単ですが、補足説明を終わります。 

○委員長 

説明が終りましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 
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（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。「議案第２号 平成２５年度飯塚市介護保険特別

会計補正予算（第２号）」については、原案のとおり可決することに、ご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第６号 平成２６年度飯塚市国民健康保険特別会計予算」を議題といたします。

執行部の補足説明を求めます。 

○医療保険課長。 

議案第６号の補足説明をいたします。予算書の２５１ページをお願いいたします。第１条で

歳入歳出予算の総額を１４９億８１５６万５千円と定めるものでございます。昨年度と比較い

たしますと、２億８０３万２千円、１．３７％の減となっております。詳細につきましては、

事項別明細書でご説明いたします。 

まず、歳出からご説明いたします。予算書の２６５ページをお願いいたします。第１款、第

１項、総務管理費につきましては、職員２４人分の人件費等の経常的な事務費を計上いたして

おります。昨年度と比較いたしますと、職員１名の増及びレセプト点検委託料のプロポーザル

方式での入札導入などの影響で約２千万円の増額となっております。 

２６７ページ下段から２６８ページにかけてでございますが、第２款、第１項、療養諸費に

つきましては、一般被保険者、退職被保険者の療養給付費及び療養費の経費を計上いたしてお

りますが、被保険者数及び一人当たり医療費が減少していることから、前年度と比較いたしま

すと１目、一般被保険者療養給付費で７０９７万７千円、２目、退職被保険者等療養給付費で

１億６６３８万５千円の減額の予算計上をいたしております。第２款、第２項、高額療養費、

２６９ページの第３項、出産育児諸費、第４項、葬祭諸費につきましては、２５年度の実績を

もとに所要額を計上いたしております。第３款、第１項、後期高齢者支援金につきましては、

過去の納付実績に基づき推計し予算を計上いたしております。本年度は、昨年度と比較いたし

ますと７２０１万２千円の増額となっております。 

２７０ページをお願いいたします。第６款、第１項、介護納付金につきましては、介護保険

２号被保険者に係る介護給付費納付金で、過去の納付実績に基づきまして予算計上をいたして

おります。本年度は、昨年度と比較して１６１７万５千円の減額となっております。これは、

１人当たりの単価は増額しておりますが、対象者の大幅な減少により減額となっております。 

２７０ページ下段から２７１ページになりますが、第７款、第１項、共同事業拠出金につき

ましては、高額な医療費に関する給付の発生による国保財政への影響を緩和するために、

８０万円を超える医療費について交付金を交付する高額医療費共同事業及び市町村の保険料の

平準化、財政安定化を図るため３０万円を超える医療費について、交付金を交付する保険財政

共同安定化事業に拠出するもので、国民健康保険団体連合会が示す算出基準に基づき予算を計

上いたしております。 

２７１ページ下段、第８款、第１項、特定健康診査等事業費につきましては、特定健診及び

保健指導に係る経費を計上いたしております。２５年度から特定健診等事業は、第２期計画に

入っております。計画期間は、第１期と同様５年となっておりまして、２６年度は、健診受診

率５０％、保健指導実施率６０％を目標といたしております。 

２７２ページをお願いいたします。同じく、第８款、第２項、保健事業費につきましては、

７５歳未満の方を対象としたはり、きゅう施術費給付金を計上いたしております。 

続きまして、歳入についてご説明をいたします。２５８ページをお願いいたします。第１款、

第１項、国民健康保険税につきましては、昨年度に比べまして、総額で８６６６万２千円の減
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少となっておりますが、これは被保険者数の減少によるものでございます。 

２６０ページをお願いします。第３款、第１項、国庫負担金につきましては、保険給付費等

負担金は、一般被保険者に対する保険給付費分・後期高齢者支援金分・前期高齢者納付金分・

老人保健拠出金分・介護納付金分に係る国の負担率３２％、高額医療費共同事業負担金は、負

担率４分の１、特定健康診査等負担金は、負担率３分の１で計上いたしております。このうち

療養給付費等負担金につきましては、前期高齢者交付金の増額の影響で６９１３万９千円の減

額になっております。第２項、国庫補助金につきましては、財政調整交付金として、市町村間

の財政力の不均衡を調整する普通調整交付金並びに精神・結核等の医療費に関する特別調整交

付金を計上いたしております。昨年度と比較いたしますと１億３９３５万７千円の増加となっ

ておりますが、これは財源調整分の増加によるものでございます。第４款、第１項、療養給付

費交付金につきましては、退職被保険者に係る保険給付費等から退職被保険者分の国保税を除

いた分が、社会保険診療報酬支払基金から交付されるものでございます。２６年度は退職被保

険者の保険給付費等の減少により交付金も減少する見込みでございます。 

２６１ページをお願いいたします。第５款、第１項、前期高齢者交付金につきましては、前

期高齢者に係る保険給付費等に対して社会保険診療報酬支払基金から交付されるものでござい

まして、国の示す交付基準に基づき算出いたしております。昨年度と比較いたしますと２億

５５６４万８千円の増額となっております。次に、第６款、第１項、県負担金につきましては、

高額医療費共同事業負担金が、県の負担率４分の１、特定健康診査等負担金が負担率３分の

１で計上いたしております。第２項、県補助金につきましては、定率交付金を交付率７．８％

及び財政健全化交付金を計上いたしております。 

２６２ページをお願いいたします。第７款、第１項、共同事業交付金につきましては、国民

健康保険団体連合会が示す算出基準に基づき予算を計上いたしております。第９款、第１項、

一般会計繰入金につきましては、約３０００万円の減少となっております。この主な理由とい

たしましては、保険基盤安定事業繰入金の減と財政安定化支援事業繰入金の交付税算入係数の

見直しによるものでございます。なお、２５年度は形式収支は赤字となり、普通調整交付金で

約９９００万円の財源調整を行っております。 

以上で、国民健康保険特別会計予算の補足説明を終わります。 

○委員長 

説明が終りましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

○宮嶋委員 

 まず、２５８ページの国民健康保険税ですが、いま説明では減額に、あわせて、退職者と一

般で８６６６とおっしゃいましたかね、減になっておりますが、これが人数の減少といわれて

おりますが、昨年度と比較して、どのくらいの世帯及び人数の減少なのか、教えてください。 

○医療保険課長 

 ちょっと世帯数のほうは把握しておりませんけども、被保険者数で昨年度が約３万４千人本

年度は３万３３００人ということで７００人ほど減少いたしております。世帯数については大

きな動きはございません。 

○宮嶋委員 

 人数の減少と言われますけれども、いわゆる所得が減ってきているという傾向はないんでし

ょうか。 

○医療保険課長 

 所得につきましては、大きな変動はございません。それで、去年、税率改正をしたときの見

込みと、２５年度の推移を見てみますとそんなに大きな変化は表れてはおりません。 

○宮嶋委員 

 それともう一つ、人数の減少、７００人ぐらい減少しているということですけれども、これ
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は単なる人口減なのか、動向をちょっと教えてください。 

○医療保険課長 

 基本的には国保の被保険者から後期のほうに異動される方も多いということと、あと社会保

険に加入される方が徐々に増えてきていると、そういった状況でございます。景気が少しは上

向きになっているのかなというふうには思っております。 

○宮嶋委員 

 それから、いま２・５・７というんですかね、軽減がありますが、この軽減が変わった、今

年度、来年度から変わるんじゃないですかね、その辺をちょっと。 

○医療保険課長 

 一応、５割軽減と２割軽減の分の所得の幅が広がる予定になっておりますが、まだ地方税法

の改定があっておりませんので、今回の国保会計につきましては、その分の反映はいたしてお

りません。 

○委員長 

 ほかに質疑はありませんか。 

○宮嶋委員 

 それから国民健康保険税の、いわゆる現年度分及び滞納繰越分について、何％徴収を見込ま

れているのか、教えてください。 

○医療保険課長 

 現年度分は９３．５％を見込んでおりまして、過年度分が医療給付費分は１２．３％、支援

分も１２．３％、介護分が１８．８％を見込んでおります。 

○宮嶋委員 

 ということで、国保の滞納金額っていうのはどのくらいになるんですか。 

○医療保険課長 

 ２６年度の調停見込みといたしましては、約９億円ということになっております。 

○宮嶋委員 

 ２６２ページの一般会計の繰入金ですが、保険基盤安定事業繰入金ということで、保険税の

軽減分、いわゆるこれが、２割、５割、７割という軽減の分だと思うんですが、その次の保険

者支援分っていうのは、大まかに子ども医療費の分かなと思うんですが、今年度から、年度途

中でありますけども、小学校６年生までの医療費無料化ということで取り組まれたんで、その

分が来年度にも反映していると思いますが、どのくらいの金額をこの３年間の入院無料化とい

うか、そこら辺で見込まれるのか。 

○医療保険課長 

 先ほどおっしゃいました保険基盤安定事業繰入金の中の保険者支援分というのは、これは徴

収した分に対する軽減世帯に対する支援分なんで、いま言われていた子ども医療とか、障がい

者とか、そういった分につきましては５節、療養給付費等国庫負担金減額分繰入金になります。

全体で１億３４７万８千円になっておりますが、今回６年生まで拡大した分につきましては、

入院だけでございますので、全体の分としてもそんなに影響はございません。ちょっと詳しく

算定した分を持ってきておりませんけれども、年間分としても７００万円ぐらい、７００万円

までないと思いますので、それに対する影響額としてはかなり低いものだと考えております。 

○委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

（ な  し ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

○宮嶋委員 

 詳しくは本会議場で述べますけれども、いま説明で国保の人数が減ってきている、景気が少
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し上向いているんではないかと言われておりますけれども、２５年からの大幅な引き上げで保

険税、住民の暮らしに大きく影響を及ぼしておりますし、そういう中で大変な状況にあるとい

うところで、高すぎる国民健康保険税、ぜひ引き下げてほしいという思いと、そういうことを

表明して反対の態度をとらせていただきます。それと消費税分の引き上げ分も予算に含まれて

いると思いますので、そのことも含めてお願いします。 

○委員長 

 ほかに討論はありませんか。 

（ な  し ） 

討論を終結いたします。採決いたします。「議案第６号 平成２６年度飯塚市国民健康保険

特別会計予算」について、原案のとおり可決することに、賛成の委員は挙手願います。 

（ 挙  手 ） 

賛成多数。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第７号 平成２６年度飯塚市介護保険特別会計予算」を議題といたします。執

行部の補足説明を求めます。 

○介護保険課長 

「議案第７号 平成２６年度飯塚市介護保険特別会計予算」の補足説明をいたします。 

本予算は、平成２４年度から平成２６年度までの第５期介護保険事業計画の最終年度の予算

となります。予算書の２７７ページをお願いいたします。第１条、第１項で保険事業勘定予算

の総額を歳入歳出、それぞれ１３０億６５４５万１千円と定め、同条第３項において、介護

サービス事業勘定予算の総額を歳入歳出、それぞれ１億３０２９万８千円に定めようとするも

のでございます。 

それでは、保険事業勘定につきまして歳出、歳入の順で説明させていただきます。予算書

２８１ページをお願いします。歳入歳出予算事項別明細書、１.総括の下段の表、歳出をお願

いいたします。歳出の表に記載のとおり、保険事業勘定の歳出予算の合計は１３０億

６５４５万１千円を計上いたしております。これは前年度の当初予算との比較では、５億

８４０３万７千円、４．６８％の増加となっております。この増加の要因の主なものといたし

ましては、２款、保険給付費の５億７９０５万１千円、４．８７％の増で保険給付費は

１２４億６２２０万８千円と保険事業勘定歳出予算の９５．３８％を占めております。 

事項別明細書により、歳出の主な項目について説明させていただきます。２８７ページをお

願いいたします。１款、総務費、１項、総務管理費の９８５４万４千円は介護保険業務に携わ

る職員の人件費等、経常的な経費となっております。 

２９０ページをお願いします。１款、総務費、３項、介護認定審査会費の１億６８４７万

６千円につきましては、介護保険の認定審査に係る経費となっております。認定審査会は

１５の合議体を１０１名の認定審査委員で構成いたしまして、２６年度は新規申請、更新申請

を合わせまして年間８５００件程度の審査を行う予定といたしております。 

２８８ページをお願いいたします。１目、介護認定審査会費の１節、介護認定審査会委員報

酬１６３３万５千円は、前年度に比べ２０９万５千円の減となっております。これは、認定更

新期間が見直しにより、審査会開催回数が年間５００件程度減ると見込まれること。また、任

期２年の審査委員が２６年度は２年目となりますことから、委嘱状の交付経費が皆減となりま

すことから減としております 

２８９ページをお願いします。２目、認定調査等費の７節、嘱託職員賃金３７２６万１千円

は、介護認定調査員１４名分の賃金となっております。 

２９０ページをお願いします。この費目における主な歳出は中段の１２節、役務費で主治医

意見書等作成手数料３７６５万３千円が主なものとなっています。 

次に２９１ページをお願いいたします。下の段の２款、保険給付費、１項、介護サービス等
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諸費、１目、居宅介護サービス給付費４６億４７６５万６千円から２９３ページの６項、その

他諸費、１目、審査支払手数料８６４万８千円までの保険給付費１２４億６２２０万８千円に

つきましては、先ほど２８１ページの総括のところで申し上げましたとおり、前年度より５億

７９０５万円１千円の増加となっています。保険給付費につきましては、平成２５年度決算見

込み額、給付の実績をベースに介護保険計画におけます伸び率の予測、施設等の整備状況を分

析しまして、そのほか、計画外の要因といたしましては、サービス付高齢者向け住宅の増加に

伴う保険給付費の増、比較的軽度な要支援の方の動向等を加味いたしまして計上いたしました。 

 続きまして、地域支援事業につきまして説明させていただきます。２９４ページをお願いし

ます。３款、地域支援事業費、１項、事業管理費１億１２１２万９千円は、主に地域包括支援

センター業務に携わる職員１１名分の人件費となっております。 

２９５ページをお願いします。下の段の表から次ページにかけまして、３款、地域支援事業

費、２項、介護予防事業費の６２２３万７千円は主に１目、一次予防事業費の地域福祉ネット

ワーク活動推進事業費補助金２４９０万３千円、これは前年同額でございます。及び２目、二

次予防事業費の健康づくりデイサービス業務手数料１６４３万３千円となっております。 

２９６ページをお願いします。３款、地域支援事業費、３項、包括的支援事業・任意事業費

の１億５１０３万２千円の主なものにつきましては、１目、総合相談事業費、１３節、委託料

の在宅介護支援センター運営事業委託料５８００万５千円及び２９８ページの２目、任意事業

費、１２節、役務費の食の自立支援業務手数料７６９７万２千円となっております。 

続きまして、歳入の説明をさせていただきます。２８２ページをお願いします。１款、保険

料は高齢者人口の伸びに準じまして、前年度より７２７８万３千円、３．３３％増の２２億

６０６３万８千円といたしております。同じく２８２ページの一番下の段の３款、国庫支出金、

２項、国庫補助金、１目、調整交付金、１節、現年度分調整交付金９億２５９４万１千円につ

きましては、本市の被保険者は低所得者の方が多く、また、後期高齢者の割合も高いことから、

調整交付金の交付率を全国平均の５％より２．４３％多い７．４３％で計上いたしております。 

次に、２８３ページをお願いいたします。中段からの４款の支払基金交付金、５款、県支出

金及び２８４ページの７款、繰入金、１項、一般会計繰入金、１目、介護給付費繰入金等につ

きましては、それぞれ歳出の保険給付費に対する介護保険制度の財源負担割合で計上いたして

おります。 

２８５ページをお願いいたします。７款、繰入金、２項、基金繰入金、１目、介護給付費支

払準備基金より１億１１２９万４千円の繰入を行い、給付費の財源調整を行うこととしており

ます。 

引き続き、地域包括支援センター関連の介護サービス事業勘定予算について補足説明をいた

します。３０４ページをお願いいたします。歳入歳出予算事項別明細書、１.総括の下の表、

歳出から説明させていただきます。１款、総務費３１９万２千円、２款、事業費１億

２６１０万６千円、３款、予備費１００万円の合計１億３０２９万８千円は、地域包括支援セ

ンターのケアマネジメント事業に係る人件費及び事務費等となっております。 

続いて歳入の説明をさせていただきます。３０５ページをお願いします。介護サービス事業

勘定の主なものは、１款、サービス収入、１項、予防給付費収入、１目、介護予防サービス計

画費収入１億１５６３万９千円、及び２款、繰入金、１項、一般会計繰入金、１目、一般会計

繰入金１４３５万４千円となっております。 

 以上、簡単ではございますが、平成２６年度飯塚市介護保険特別会計予算及び介護サービス

事業勘定予算についての補足説明を終わります。 

○委員長 

説明が終りましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 



７ 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

○宮嶋委員 

討論としてはないんですが、反対の態度をとらせていただきます。 

○委員長 

 ほかに討論はありませんか。 

（ な  し ） 

討論を終結いたします。採決いたします。「議案第７号 平成２６年度飯塚市介護保険特別

会計予算」について、原案のとおり可決することに、賛成の委員は挙手願います。 

（ 挙  手 ） 

賛成多数。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第８号 平成２６年度飯塚市後期高齢者医療特別会計予算」を議題といたしま

す。執行部の補足説明を求めます。 

○医療保険課長 

議案第８号の補足説明をいたします。予算書の３１１ページをお願いいたします。第１条で

歳入歳出予算の総額を１７億３０４９万８千円と定めるものでございます。後期高齢者医療特

別会計予算は、歳入予算の大部分を後期高齢者医療広域連合に納付するシステムになっており

ますので、まず歳入からご説明をいたします。 

３１５ページをお願いいたします。第１款、後期高齢者医療保険料につきましては、１２億

２１８９万９千円を計上いたしておりますが、これは本市が徴収いたします保険料で、徴収率

を特別徴収１００％、普通徴収を９９％、滞納繰越分３９．４％で見込んでおります。なお、

２６年度は保険料率の見直しが行われ、平均４．２％の改定が予定されております。第３款、

繰入金、第１項、一般会計繰入金、第１目、事務費繰入金につきましては、市事務費分として

３７９８万３千円、広域連合事務費分といたしまして県下全市町村で人口割・高齢者人口割そ

れぞれ４６．５％、均等割７％の割合で計算された額、３０５４万８千円を計上いたしており

ます。次に、第２目、保険基盤安定繰入金につきましては、保険料を軽減した金額について、

県が４分の３、市が４分の１を負担するもので一般会計から繰り入れるものでございます。先

ほど国保会計では今回の改定分を参入していないということでご説明をいたしましたが、後期

高齢者分につきましては、すでにこの中に算定をされております。 

続きまして、歳出予算を説明いたします。３１７ページをお願いいたします。第１款、総務

費、第１項、総務管理費、第１目、一般管理費につきましては、職員４人分の人件費並びに事

務費を計上いたしております。 

３１８ページをお願いいたします。第２項、徴収費につきましては、徴収事務に係わる通信

運搬費等の経費を計上いたしております。第２款、後期高齢者医療広域連合納付金につきまし

ては、先ほどご説明いたしました本市が徴収いたします保険料分、一般会計から繰り入れます

広域連合事務費分、保険基盤安定負担金分を後期高齢者医療広域連合に納付するものでござい

ます。 

以上、簡単ではございますが、説明を終わります。 

○委員長 

説明が終りましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

○宮嶋委員 

 後期高齢者医療費制度そのものが、やっぱり高齢になられた方を国保世帯なりから分離して、

高齢者の人権も無視して、というふうな部分があって、もともと後期高齢者医療制度について

は反対ですし、いま言われましたように高齢者世帯の経済的なことも省みずに、結局、総額が



８ 

上がるので保険料をどんどん引き上げていっている。今後は、また負担割合もふやしていこう

というようなこともありますので、この議案に対しては、反対の態度をとらせていただきます。 

○委員長 

ほかに討論はありませんか。 

（ な  し ） 

討論を終結いたします。採決いたします。「議案第８号 平成２６年度飯塚市後期高齢者医

療特別会計予算」について、原案のとおり可決することに賛成の委員は挙手願います。 

（ 挙  手 ） 

賛成多数。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第１１号 平成２６年度飯塚市介護サービス事業特別会計予算」を議題といた

します。執行部の補足説明を求めます。 

○高齢者支援課長 

「議案第１１号 平成２６年度飯塚市介護サービス事業特別会計予算」の補足説明をいたし

ます。予算書３５３ページをお願いいたします。本特別会計予算は飯塚市特別養護老人ホーム

筑穂桜の園に関する予算であります。第１条で歳入歳出の総額を１億５９９４万３千円と定め

るものであります。 

 事項別明細書に基づき、主な項目について説明をさせていただきます。３５７ページをお願

いします。歳出から補足説明をさせていただきます。１款、事業費、１項、施設介護サービス

事業費、１目、施設介護サービス事業費、１億３０３９万９千円の主なものは、特別養護老人

ホームの指定管理委託料１億２９１５万９千円であります。指定管理者は、飯塚市社会福祉協

議会となっております。２款、基金積立金、１項、基金積立金、１目、特別養護老人ホーム運

営基金積立金、４５９万１千円は基金積立金、預金利子及び運用収入の積立金であります。

３款、公債費、１項、公債費、１目及び２目、１６５３万２千円は、施設整備のために借り入

れました施設整備事業債の償還元金及び借入利子であります。 

３５８ページをお願いいたします。４款、諸支出金、２項、繰出金、１目、一般会計繰出金

７３２万１千円は、施設整備のために借り入れました過疎債の償還金であります。過疎債は一

般会計において取りまとめて償還されるため、本会計から一般会計へ繰り出しを行うものであ

ります。 

 次に、歳入の主な項目について説明をいたします。３５６ページをお願いいたします。１款、

サービス収入、１項、介護給付費収入、１目、介護給付費収入、１億２６２８万１千円は、施

設に入所されている方の施設介護及び短期入所生活介護サービスに対する介護報酬であります。

１款、サービス収入、２項、自己負担金収入、１目の自己負担金収入３２９９万２千円は、先

ほど申しました入所されている方の自己負担金でございます。２款、財産収入、１項、財産運

用収入、１目及び２目は、特別養護老人ホーム運営基金の預金利子及び基金運用収入でありま

す。 

 以上、簡単でありますが、補足説明を終わります。 

○委員長 

説明が終りましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

○宮嶋委員 

 ３５７ページの基金積立金ですが、４５９万１千円ということで、これの目的をまずお聞き

します。 

○高齢者支援課長 

 基金の目的ですが、施設の維持補修等の施設改修及び特別養護老人ホームの安定稼働のため

の運営のための積立基金というふうになっております。 

○宮嶋委員 
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 では、積立金の総額は、どのくらいになっておりますか。 

○高齢者支援課長 

 申し訳ありません。いま手元に基金残高を持ってきておりませんが、２４年度決算ベースで

１億５千万円程度の金額だというふうに記憶しております。 

○宮嶋委員 

 資料の一番最後のページにあるんですが、２６年度末の残高が１億６６９８万９千円という

ふうに書かれてあります。この桜の園ですが、今後、ずっと飯塚市で運営されていくというふ

うにはなってないと思うんですが、その辺の計画はどんなんなってますでしょうか。 

○高齢者支援課長 

 公共施設のあり方におきまして、本桜の園につきましては、平成２６年度末をもって公の施

設等を廃止し平成２７年度に現指定管理者に移譲するというふうになっております。 

○宮嶋委員 

 ２７年度からということですね。その場合に、この基金積立金っていうのは、どういう扱い

になるんでしょうか。 

○高齢者支援課長 

 この基金の取り扱いにつきましては、先の一般質問等でありましたが、財政部局とも基金の

取り扱いについて協議していくというふうにしております。基本的には、起債の借り入れ等が

ございますので、そういった償還財源にあてるというふうな考えでありますが、財政当局のほ

うとしっかり協議をさせていただきたいというふうに考えております。 

○宮嶋委員 

 市債の償還のほうも残高がそれくらいの金額があるということですが、もともとこの積立金

ですけれども、この会計の本当に収入の大多数は利用者から集めた利用料というか、そういう

ものなわけですよ。本来、施設に使うとか、改修とかいうものについては、やはり市の財産で

すから市が行うべきであって、結局サービスを受ける方がそれを負担するっていうのは、本末

転倒じゃないかなというふうに思います。そういうことで利用者にサービスとして還元しなけ

ればならない部分をずっと積み立ててきて１億６千万からの積立金ができるということでは、

本来この会計のあり方はおかしいんじゃないかなというふうに思いますが、いかがですか。 

○高齢者支援課長 

 この施設の歳入は先ほど説明いたしましたが、自己負担金もございますが、９割以上が介護

給付費、介護保険料のほうから出ている分でございます。この基金につきましては、当然施設

の整備に必要な部分が発生しましたら、その部分にも充当するわけでもありますし、また、そ

ういったことで、後は運営に関する、安定稼働させるための費用にも使うというふうに考えて

おりますので、決して個人の方の負担を強いているというふうには考えておりません。 

○委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

（ な  し ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

○宮嶋委員 

 あくまでも本会計、保険料なり給付費なりから施設維持管理だとか、そういうものに基金を

積み立てるというのは、すべきではないということで、反対の態度をとらせていただきます。 

○委員長 

ほかに討論はありませんか。 

（ な  し ） 

討論を終結いたします。採決いたします。「議案第１１号 平成２６年度飯塚市介護サービ

ス事業特別会計予算」について、原案のとおり可決することに、賛成の委員は挙手願います。 
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（ 挙  手 ） 

賛成多数。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第２１号 平成２６年度飯塚市立病院事業会計予算」を議題といたします。執

行部の補足説明を求めます。 

○健康・スポーツ課長 

「議案第２１号 平成２６年度飯塚市立病院事業会計予算」の補足説明をいたします。恐れ

入りますが、別冊の平成２６年度飯塚市立病院事業会計予算書をお願いいたします。予算書

１ページをお願いいたします。まず第２条で収益的収入の第１款、病院事業収益を３億

１９７９万４千円、収益的支出の第１款、病院事業費用を３億３２８６万８千円と定めており

ます。次に、第３条で資本的収入及び資本的支出は、ともに１５億３９８８万２千円と定めて

おります。 

次に、２ページをお願いいたします。第４条で企業債の借入の目的、限度額、起債の方法、

利率及び償還の方法を、次に、第５条で一時借入金の限度額を１４億８３２８万５千円と定め

ております。第６条ですが、一般会計から受ける補助金の額を２２８７万円といたしておりま

す。第７条でございますが、２０００万円以上の重要な資産の取得について定めております。 

次に、３ページをお願いいたします。収益的収入及び支出のうち収入でございますが、まず

第１款、病院事業収益、第１項、医業収益につきましては、公立病院に対する国の財政支援で、

交付税措置されます金額を一般会計から繰り入れるものでございまして、本年度は単価の見直

しにより、１５０万円増の２億１６２４万１千円を計上いたしております。第２項、医業外収

益につきましては、病院事業債償還利息に対する一般会計からの地方交付税措置分と病院事業

債の償還利息及び建て替えに伴う一時借入金利息分の地域医療振興協会からの負担分、長期前

受金戻入などで１億２５２万円を計上いたしております。 

次に、収益的支出のうち、第１款、病院事業費用、第１項、医業費用につきましては、次の

４ページになりますのでお願いいたします。先ほど医業収益で説明いたしました交付税措置分

の一般会計交付金の全額を、地域医療振興協会に交付する病院管理運営交付金２億１６２４万

１千円と減価償却費４７５６万６千円、資産減耗費２０万３千円を計上いたしております。第

２項、医業外費用につきましては、病院事業債の償還利息及び建て替えに伴う一時借入金利息

分など５９５１万４千円とその他の経費には、一般会計への合併特例債償還負担金８３８万

５千円を含む８７４万円を計上いたしております。 

次に、中段から下になりますが、資本的収入及び支出のうち収入でございますが、第１款、

資本的収入、第１項、企業債につきましては、建て替え及び医療機器購入に伴う企業債の借入

金１１億１０７０万円を、第２項、出資金につきましては、建て替え及び医療機器購入に伴う

合併特例債分の一般会計からの出資金３億７０２０万円を計上いたしております。 

次に、５ページでございますが、第３項、補助金につきましては、病院事業債元金償還に対

する一般会計からの地方交付税措置分１２７３万５千円を計上しております。第４項、納付金 

につきましては、病院事業債元金償還等の地域医療振興協会の負担分でございます。資本的支

出でございますが、第１款、資本的支出、第１項、建設改良事業費につきましては、継続費の

工事管理委託及び建て替え工事費の２６年度分になります１１億６０１万９千円を含む、

１１億８２８万５千円を計上いたしております。第２項、機械整備事業費３億７５００万円に

つきましては、医療機器の購入経費でございます。第２項、企業債償還金５６５９万７千円に

つきましては、病院事業債元金償還金でございます。なお、本年度から地方公営企業法の改正、

資本制度や会計基準等の改正が行われておりまして、収入では特別利益、長期前受金戻入、支

出では補助金が新たな課目として計上いたしております。 

なお、６ページには予定キャッシュフロー計算書、７ページには継続費に関する調書、

８ページから１０ページにかけては、平成２６年度の予定貸借対照表、１１ページには平成
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２５年度の予定損益計算書、１２、１３ページには平成２５年度の予定貸借対照表、１４ペー

ジには注記、１５ページ以降につきましては、平成２６年度予算明細書を掲載いたしておりま

すが、内容については省略させていただきます。 

以上で、病院事業会計予算の補足説明を終わります。 

○委員長 

説明が終りましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。「議案第２１号 平成２６年度飯塚市立病院事業

会計予算」については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第２３号 飯塚市立幼稚園条例の一部を改正する条例」を議題といたします。

執行部の補足説明を求めます。 

○子育て支援課長 

「議案第２３号 飯塚市立幼稚園条例の一部を改正する条例」につきまして、補足説明をい

たします。議案書４３ページをお願いいたします。幼稚園児の給食及びおやつは、食育推進の

観点より、教育活動の一環として行われることから、教育の実施に必要な経費とし、それぞれ

授業料及び預かり保育料と一体的に徴収するため、本案を提出するものでございます。現在、

認定こども園における幼稚園と保育所では、料金体制に違いがあり、保育所では給食費を含む

保育料を一括して徴収いたしておりますが、幼稚園では入園料・授業料・預かり保育料のほか、

給食費月額２４００円と預かり保育おやつ代月額１１００円を別々に徴収いたしております。

この改正によりまして、幼稚園における食育推進をさらに進めるとともに、認定子ども園にお

ける幼稚園の給食費及び預かり保育おやつ代について、給食費を含む保育料を一括して徴収し

ている保育所と同様の取り扱いとし、均衡を図ろうとするものでございます。 

なお、この改正による幼稚園の利用料の増減はございません。なお、給食費は８月分のみ徴

収していないことから、年間２万６４００円を１２カ月で割り戻し、月額２２００円を授業料

に含めております。また、教育として行う役務の提供は非課税とされていますため、消費増税

分の転嫁もございません。 

以上、簡単ではございますが、補足説明を終わります。 

○委員長 

説明が終りましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。「議案第２３号 飯塚市立幼稚園条例の一部を改

正する条例」については、原案のとおり可決することに、ご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第２７号 飯塚市青少年問題協議会条例の一部を改正する条例」を議題といた

します。執行部の補足説明を求めます。 

○こども育成課長 

「議案第２７号 飯塚市青少年問題協議会条例の一部を改正する条例」について補足説明を

させていただきます。議案書の５４ページをお願いいたします。この議案は、平成２５年６月
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１４日に公布された「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法

律の整備に関する法律」、いわゆる一括法におきまして、地方青少年問題協議会法の一部改正

が行われ、義務付けてきた組織の基準、会長及び委員の資格要件等が廃止されたため、飯塚市

青少年問題協議会条例第３条、組織を改正し新たに組織の基準を設けるものでございます。

５６ページの新旧対照表をお願いいたします。旧条例の第３条第１項に規定されています法第

３条につきましては、別紙資料として地方青少年問題協議会法を配布いたしております。第

３条第１項で協議会は、会長及び委員若干人で組織すること。第２項で会長は、当該地方公共

団体の長をもって充てること。第３項で委員は、地方公共団体の議会の議員、関係行政機関の

職員及び学識経験のある者となっておりましたが、新条例では会長職の市長を除き、新たに公

募による者１名を加え、委員を１５人以内とし、これに伴い会長職も新たに互選により定める

ものでございます。 

以上、簡単でございますが、補足説明を終わります。 

○委員長 

説明が終りましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。「議案第２７号 飯塚市青少年問題協議会条例の

一部を改正する条例」については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第２８号 飯塚市庄内保健福祉総合センターハーモニー条例の一部を改正する

条例」を議題といたします。執行部の補足説明を求めます。 

○社会・障がい者福祉課長 

「議案第２８号 飯塚市庄内保健福祉総合センターハーモニー条例の一部を改正する条例」

につきまして補足説明をいたします。議案書の５７ページをお願いいたします。本議案につき

ましては、消費税率及び地方消費税率の改正に伴い、使用料の金額を改正することと合わせま

して、運動指導室及び浴室の回数券の料金を定めるために条例の一部を改正するものです。回

数券につきましては、合併以前から条例第１２条の規定に基づく使用料の減免として取扱い、

回数券を発行してまいりましたが、穂波福祉総合センターなどにつきましては、条例に回数券

について明記しておりますことから、ハーモニーにつきましても同様に条例に明記するもので

す。 

詳細につきまして、新旧対照表でご説明いたします。５９ページをお願いいたします。消費

税率の改正に伴いまして、使用料が変更となります部屋は多機能室のみです。こちらの料金を

現行の７００円から７２０円に改正いたします。また、運動指導室及び浴室の回数券１２枚つ

づりの料金を８％の消費税相当額を含む料金で新たに規定し、運動指導室の回数券を

１０３０円に、浴室の回数券を２０６０円に規定するものです。なお、料金の設定にあたりま

して、他の施設と同様に１０円未満の端数は切り捨てて算定しております。さらに使用料は消

費税及び地方消費税を含んでいる旨の表記を備考に追加しております。 

以上簡単ではございますが、補足説明を終わります。 

○委員長 

説明が終りましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

○宮嶋委員 
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 住民が使う施設、いわゆる内税ですので、工夫すれば消費税分を転嫁しなくても済むんでは

ないかなと思いますので、その点について消費税が転嫁されているということで反対の態度を

とらせていただきます。 

○委員長 

 ほかに討論はありませんか。 

（ な  し ） 

討論を終結いたします。採決いたします。「議案第２８号 飯塚市庄内保健福祉総合セン

ターハーモニー条例の一部を改正する条例」について、原案のとおり可決することに、賛成の

委員は挙手願います。 

（ 挙  手 ） 

賛成多数。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第３５号 飯塚市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例」を議

題といたします。執行部の補足説明を求めます。 

○健康・スポーツ課長 

「議案第３５号 飯塚市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例」について補

足説明をいたします。議案書、恐れ入りますが、７５ページをお願いいたします。今回の改定

は、主に平成２６年４月より消費税率の改定に伴い、飯塚市病院事業の設置等に関する条例に

規定しております個室料等の金額を改定するものでございます。 

７８ページの新旧対照表をお願いいたします。今回の改定は別表でなっておりますが、まず

別表第１の最上段に記載しております種別の欄、「個室料、特別室」、この１日につきの金額

が６３００円となっておりましたが、これを６４８０円に、また、その次の段でございますが、

個室の１日につき、金額３１５０円が３２４０円に、いずれも１００分の１０５で除したもの

に、１００分の１０８を乗じて、消費税率の改定に合わせて金額を改定しております。以下、

別表第２まで同様でございます。 

なお、別表第１、種別の１８０日を超えて入院する場合の負担金につきましては、金額の欄

にありますように、保険外併用療養費に係る厚生労働大臣が定める医薬品等第１０号に規定す

る通算対象入院料の基本点数に、１００分の１５を乗じて得た点数に１０円を乗じた得た額に

１００分の１０８を乗じて得た額というふうに改定をしております。これは保険外併用療養費

に係る厚生労働大臣が定める医薬品等第１０号に規定する、通算対象入院料の基本点数という

のがございますが、これはいわゆる診療報酬にあたるものでございまして、診療報酬の改定が

行われる度に改定する必要がございます。そのため、他市の例を見ましても、金額ではなく、

文言によって規定をしていることから、今回の改定に合わせて、金額ではなく文言による規定

とさせていただいております。 

以上、簡単でございますが、補足説明を終わります。 

○委員長 

説明が終りましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

○宮嶋委員 

 これも消費税上乗せ分が転嫁されているということで、反対をします。 

○委員長 

 ほかに討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。「議案第３５号 飯塚市病院事業の設置等に関す

る条例の一部を改正する条例」について、原案のとおり可決することに賛成の委員は挙手願い
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ます。 

（ 挙  手 ） 

賛成多数。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第３６号 飯塚市病院事業の剰余金の処分に関する条例の一部を改正する条

例」を議題といたします。執行部の補足説明を求めます。 

○健康・スポーツ課長 

「議案第３６号 飯塚市病院事業の剰余金に関する条例の一部を改正する条例」の補足説

明をいたします。議案書の８０ページをお願いいたします。地域の自主性及び自立性を高め

るための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律によりまして、地方公営企業

法の改正が行われておりまして、それに伴い、減債積立金等を使用する場合の自己資本金へ

の組入れについて定めるものでございます。 

この制度見直しでは、事業の剰余金の処分については、個々の処分について、その都度議会

の議決を受けて行う以外は、あらかじめ条例で定めておくこととされたため、平成２４年に今

回のこの病院事業の剰余金の処分に関する条例、これを制定いたしておりましたが、今般、資

本剰余金の処分について経過措置が２５年度限りで切れるため、関係規定を整備するものでご

ざいます。 

内容につきましては、８２ページ以降の新旧対照表で、ご説明をいたします。まず２条でご

ざいますが、利益の処分につきましては、地方公営企業法施行令の改正に伴い、条文を整理す

るものでございます。１項、２項につきましては、条文の整理を行い、３項から５項について

は削除をしております。また、右側の第３条、資本剰余金の処分につきましては、補助金等に

より取得した固定資産のみなし償却ができなくなったため、２５年度までの経過措置を条例に

より可能としておりましたが、これが条文を削除することで、としております。次に、左側の

３条でございますが、自己資本金への組入れにつきましては、利益の処分により積み立てた減

債積立金等でございますが、これを使用した場合には、使用相当額を自己資本金に組み入れる

ことを義務付けるものでございます。自己資本金への組入れについては、これまで義務付けら

れておりましたが、改正により削除されたため、条例によって義務付けを行うものでございま

す。条例の施行は、平成２６年４月１日、平成２６年度事業分からとなっております。 

以上簡単でございますが、補足説明を終わります。 

○委員長 

説明が終りましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。「議案第３６号 飯塚市病院事業の剰余金の処分

に関する条例の一部を改正する条例」については、原案のとおり可決することに、ご異議あり

ませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

お諮りいたします。案件に記載のとおり執行部から３件について、報告したい旨の申し出が

あっております。報告を受けることにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、報告を受けることに決定いたしました。「飯塚子育て支援

センターの委託先団体について」、報告を求めます。 

○子育て支援課長 

飯塚子育て支援センターに係る委託先の決定について、ご説明いたします。お手元に配付い
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たしております資料１ページをお願いいたします。今回の委託先の募集・選定につきましては、

飯塚市公立保育所・幼稚園あり方検討委員会に諮問し、平成２６年１月６日から１月２０日ま

で委託先団体等の募集を行った結果、子育て支援団体１団体からの応募がございました。選定

結果につきましては、平成２６年１月３１日に飯塚市公立保育所・幼稚園あり方検討委員会か

ら委託先候補者について、飯塚市鯰田１６６６番地２３、ＮＰＯ法人つどいの広場いいづか、

代表者、林京子氏が適当であるとの答申が出されました。 

資料の２ページをお願いいたします。選定にあたりましては、書類審査のほか、応募団体に

よるプレゼンテーション及びヒアリングを実施し、飯塚市子育て支援センター委託先団体選定

評価基準に基づき、審査項目２０項目、２５０点満点で採点が行われた結果、評価点は

１９４点であり、配点合計の７割１７５点を超えていることから選定されております。審査項

目の詳細につきましては、５ページの結果表をご参照いただきたいと思います。内容の説明は、

省略させていただきます。なお、募集要項の決定から委託先団体の決定に至るまでの経過につ

いては、２ページから３ページに記載のとおり計４回の会議を開催し、慎重に審議されており

ます。 

以上の答申を踏まえ、今回決定いたしました飯塚子育て支援センターにつきましては、平成

２６年４月１日からの実施に向け、利用者の不安をまねかないように委託先団体と十分な協議

を行い、円滑な引継ぎができるように進めてまいりたいと考えています。 

 以上簡単ではございますが、説明を終わります。 

○委員長 

報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますので、ご了承願います。 

次に、「飯塚市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画の策定について」、報告を求めま

す。 

○介護保険課長 

この計画は老人福祉法第２０条の８に基づく「市町村老人福祉計画」及び介護保険法第

１１７条に基づく「市町村介護保険事業計画」を一体的に策定するもので、策定を義務付けら

れた法定計画となっております。平成２６年度におきまして、平成２７年度から平成２９年度

までの３カ年の計画を策定しようとするものでございます。この計画作成につきましては、高

齢者の実態と課題把握を行うため、平成２６年４月下旬から６月までの間に市内にお住まいの

満６５歳以上の方を対象にアンケート方式で実態調査を行うことといたしております。調査の

方法につきましては、高齢者調査と在宅要介護者調査の２通りに区分して行います。まず、高

齢者調査につきましては、要介護認定を受けていない方、２万７３６０人の中から約７．７％

にあたります２１００件を無作為に抽出いたしまして、心身の状況、日常の生活状況等８項目

１１２問の質問に答えていただきます。 

次に、在宅要介護者調査につきましては、既に要介護の認定を受けられておられます在宅で

生活をされている方を対象としまして、先ほどの高齢者調査とは質問項目を変え、無作為に

１７００件を抽出し、５項目６４問の質問に答えていただきます。なお、要介護の認定者で、

既に、施設に入所されている方につきましては、この調査から除外させていただくことといた

しております。 

抽出件数につきましては、これまでの実態調査の実績と前回調査からの人員の動向、回収率

からみました有効サンプル数等を算出し、合計３７００件といたしております。調査は、郵送

により調査書の送付と回収を行い、本市、高齢者の実態と課題の把握を行うとともに、介護保

険給付実績の分析、国の制度見直しを踏まえ、飯塚市高齢社会対策推進協議会において計画の

検討、諮問・答申を受けまして、飯塚市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画を策定する
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ことといたしております。なお、計画策定につきましては、スケジュール表等を資料で後ろの

ほうに添付させていただいておりますので、ご参照いただきますようお願いいたします。 

以上、簡単ですが、報告を終わります。 

○委員長 

報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますので、ご了承願います。 

 次に、「公用車による交通事故発生について」、報告を求めます。 

○高齢者支援課長 

 資料を配付させていただいております。配布させていただいております資料の見取図を参考

にお願いいたします。去る１月２４日、午前１０時５分頃、高齢者支援課、嘱託職員の介護支

援専門員が利用者宅を訪問のため、市道第２出雲線を進行中、市道木下・出雲２号線との交差

点で公用車の前方左側から進行してきました相手方自転車と接触し、相手方を負傷させたもの

です。この事故による損害につきましては、現在、相手方と協議中であります。度重なる事故

報告をお詫びいたしまして、報告とさせていただきます。 

○委員長 

報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますので、ご了承願います。 

以上で、閉会でございますが、冒頭に皆さん方にご協力いただきましたことにつきまして、

震災の発生時刻は２時４６分、１４時４６分ということでございます。お仕事中、大変お忙し

いと思いますが、その時刻をお忘れなきようにですね、その時刻になりましたら東北地方の犠

牲者に対しまして思いをはせていただけたらというふうに思います。何とぞよろしくお願いい

たします。 

以上をもちまして、厚生委員会を閉会いたします。お疲れ様でした。 


